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●病院敷地内及び敷地の周囲での禁煙の徹底について　●ご寄附のお願い
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血液内科
消化器内科

ドッキングポイントのご協力ありがとうございます！●［AGMCニュース］

多くの部署に
感染対策のポスターを
作成してもらい
院内に掲示して
います
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安全かつ効果的な抗がん剤
治療・移植を目指して

提供する活動内容

血液内科（集合写真）

患者さんや地域医療機関への
メッセージ

高齢化社会でも安全かつ効果的な抗
がん剤治療・造血幹細胞移植を提供で
きるように努力してまいります。血液疾
患を疑われた場合には、速やかに紹介
受診して頂ければと思っております。

構成メンバー

後　列左から：渡邊光正（科長・部長）、河田岳人（医長）、
　　　　　　　爲金現（部長）、木場悠介（医長）
中央列左から：藤原健祐（専攻医）、日向瑞貴（フェロー）、三谷早智子（医長）
前　列左から：上堂智貴（専攻医）、山本昌平（専攻医）

血液内科

白血病、骨髄異形成症候群、悪性リンパ腫、多
発性骨髄腫などの悪性疾患、特発性血小板減
少性紫斑病、溶血性貧血などの良性疾患
当院の造血幹細胞移植は、各部門の協力の元、他
院では行わない70代まで安全に行えるように
なっております。また、臍帯血や親子のような
HLA（人白血球抗原）が半分しか一致していない
ドナー（造血幹細胞提供者）からの移植も可能な
ため、ドナーが見つかり易くなり、多くの患者さん
に可能な時代となっております。

渡邊 光正
血液内科 科長

●日本血液学会専門医・指導医
●日本内科学会総合専門医・指導医
●日本造血幹細胞移植学会造血細胞移植認定医
●日本骨髄バンク移植調整医師
●細胞治療認定管理師
●京都大学医学博士、京都大学医学部臨床准教授

血液疾患の診断・治療は、日々進歩し、新薬の開発
で、予後が大幅に改善している中、疾患の遺伝子
検査やフローサイトメトリー検査などを駆使して、
診断および効果判定を行い、患者さんの年齢や生
活の質を考慮しつつ、最善の治療を心掛けて診療
を行っております。

●対象疾患



消化器内科

高齢化社会の到来とともに、消化器病でも癌や救急疾患の増加が起こっています。これに対し当科では、高齢者の癌を早期発見し、
体に負担の少ない治療を行うよう努めております。また、腹痛、吐下血などの救急疾患にも、24時間365日体制で対応しております。
消化器疾患全般にも、外科、放射線科、腫瘍内科とも連携し、最善の治療を提供いたします。さらに、患者さんに寄り添い、QOLを重視
した、患者さん個々にあった治療も行います。

社会のニーズにあわせて、
消化器病の診療を行います
―特に高齢者、救急疾患を中心に―

提供する活動内容

患者さんや地域医療機関への
メッセージ

当科は、チーム一丸となって、尼崎・阪神地域の
社会的ニーズに沿った診療に携わっていきます。

■消化器内科スタッフは18名で、
　日本消化器病学会指導医／専門医9名、
　日本消化器内視鏡学会指導医／専門医8名、
　日本肝臓学会指導医／専門医2名、
　日本がん治療学会認定医1名、
　日本内科学会総合内科専門医／認定医9名と経験豊富な
　医師と若手医師が協力して診療にあたっています。

構成メンバー

消化管疾患としては、早期消化管癌の診断と内視鏡治
療、カプセル内視鏡・バルーン内視鏡による小腸疾患の
診断、炎症性腸疾患の治療、進行癌の化学療法や緩和
治療などを対象にしています。肝臓疾患は、ウイルス性
肝炎、いろいろな原因の肝障害、肝硬変、肝癌などに対
応しています。胆膵疾患は、胆道膵の炎症性、腫瘍性疾
患などに対し、内視鏡や薬物を用いた治療を行ってお
ります。また、急性腹症、消化管出血、腸閉塞、閉塞性黄
疸などの救急疾患に対し、24時間365日体制で診療
しております。検査治療を行うに際し、積極的に鎮静剤
を使用し、苦痛を軽減させるようにしています。

木村 利幸
消化器内科 科長

●京都大学臨床教授
●日本内科学会
　認定医・指導医

●日本消化器病学会
　指導医

●日本消化器
　内視鏡学会指導医

●日本消化管学会
　専門医

後列左から：藤本医師、岡本医師、北浦医師
前列左から：徳田医師、戸田医師、迫医師、橋本医師

左から：梅田部長、松村部長

宋部長

左から：水越医師、南医長、山内医長、西岡医師、菱谷医長、出田医長



▲ 設置協力店ステッカー

　今後も救急要請が増えると想定される中、ドッキングポイントを活用したドク
ターカーの運用をより効率的かつ安全に行うとともに、救急医療活動の重要性、
ドクターカーの取り組みが少しずつ市民等へ理解されるよう引き続き取り組んで
いきます。

　尼崎市は兵庫県で最も人口密度が高い都市であり、安全にドッキングするため
の用地の確保は容易ではありません。そこで市内のドラッグストアやコンビニエン
スストアの協力を得て、令和2年7月から店舗敷地をドッキングポイントとして利
用させて頂くことになり、設置協力店にステッカーを掲示することとしています。

命をつなぐ！救急車と
ドクターカーの
合流地点登録制度

AGMC
ニュース

■尼崎市の状況

ドッキングポイントの
ご協力ありがとうございます！
ドッキングポイントの
ご協力ありがとうございます！

■患者さんへのメッセージ

　救急患者の治療は一刻を争
うものであり、ドクターカーの
運用にあたってはいかに時間
のロスをなくすかが重要です。
そのため、傷病者を収容し現
場を出発した救急車とドク
ターカーが途中で合流する
「ドッキング」を行うこともあ
り、その場所を「ドッキングポ
イント」といいます。

■ドッキング
　ポイントとは？

　119番通報もしくは事故・災害が発生した際、消防本部が一刻も早く医療介入
が必要と判断した場合に、出動する救急車の一種です。傷病発生現場や患者搬送
中の救急車へ医師や看護師を乗せて急行するため、より早期に高度な医療処置が
可能となり、救命率の向上につながっています。現在、尼崎市内では、当院のほか
関西ろうさい病院がドクターカーを保有しています。

関西ろうさい
病院とともに、
引き続き地域の
救急医療を

支えてまいります

■ドクターカーとは？



ぶらり～っと 病 院 探 訪

総務課総務課
今 回は４階の総務課を訪ねてみました。

総務課は14名の職員で構成され、主な担当

業務は下記のとおりです。

患者さんと直接関わることは少ないですが、“病院の潤滑

油”として、職員が安心して業務に集中し、各部署がその機

能を十分に発揮できるよう、また病院全体が円滑に運営で

きるよう、様々な場面で関係する職員や部署と連携を図り、

患者さんから信頼される病院づくりに取り組んでいます。

〈 主な業務内容 〉
●職員の採用や退職、服務　●施設の維持管理

●委員会や会議の運営

●福利厚生（院内保育所、職員宿舎、職員食堂の運営管理など）

●その他、病院の業務で他部署が所管しないもの

　当院は、地域の皆様とともに、より地域に開かれた病院づくりを進めていくため、寄附を
受け入れておりますので、皆様のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ご寄附の趣旨に沿って、当院の運営のための機器購入や臨床研究、
スタッフ育成など、幅広く活用させていただきます。

ご寄附のお願いご寄附のお願い

兵庫県立尼崎総合医療センター  総務部総務課
〒660-8550 尼崎市東難波町2-17-77
TEL.06-6480-7000（代表）

●寄附のお申し込み・
　お問合せ先

●寄附の使途



兵庫県立尼崎総合医療センター

兵庫県立尼崎総合医療センター

〒660-8550 兵庫県尼崎市東難波町二丁目17番77号　TEL 06-6480-7000（病院代表）　FAX 06-6480-7001
URL : http://agmc.hyogo.jp/
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●病院から来院をお願いする場合や着替え等の荷物の受け渡しをする場合等を除き、面会はお断りしています。
●なお、上記の場合でも発熱、咳や鼻水などの症状がある場合は、面会をお断りしています。
●ご用の際は、病棟入り口に設置しているインターフォンで対応いたします。
●入室は、面会者カードを携帯されているご家族1名のみとさせていただきます。
●面会の際は、手指消毒とマスク着用をお願いします。なお、病院からマスクの提供はできませんので、ご自身で準備願います。
●短時間での面会をお願いします。

　このたび、県の受動喫煙の防止等に関する条例が改正され、令和元年7月1日より一部施行されました。当院に
おいては、これまでより敷地内禁煙の遵守に取組んできましたが、禁煙の範囲を、敷地内に限らず、敷地の周囲
にも拡大しております。また、紙巻式タバコ、加熱式タバコに加え、電子タバコについても禁煙の対象としており、
ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。

お知らせ掲示板

　当院では新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策に伴い、面会禁止とさせて頂くため、
4月27日（月）から、当面の間、家族（面会者）用セキュリティーカードの使用を停止しております。
ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

面会禁止のお願い面会禁止のお願い
ご面会される方へ

病院敷地内及び敷地の周囲

での禁煙の徹底について

病院敷地内及び敷地の周囲

での禁煙の徹底について

マスク着用のご協力をお願いしますマスク着用のご協力をお願いします
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、外来患者さんをはじめご来院の方には、マスクの着用をお願いしているところです。
入院中の患者さんにつきましても病室外に出る際には、医学管理上マスク着用が困難と判断した場合を除き、マスクの着用をお願い
することとしました。このため、入院時にはご自宅でのマスクの準備をしていただきますようご理解とご協力をお願いします。

なお、以下の点にご留意いただくよう重ねてお願いいたします

編 集 後 記 　暦の上では秋に向かいますが、厳しい暑さが続いていますが皆様い
かがお過ごしでしょうか？コロナウィルス感染予防のためマスクをつけ

て外出することも日常となり、例年よりもさらに暑さを感じる今日この頃です。感染症予防はもちろ
んのことですが、こまめに水分摂取や休息をとるようにして、熱中症にも注意してお過ごし下さい。

（H.S.）


